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心 よ,何も恐れるな,と い うのは,心 よ,おま>xは見つけるのだか ら,











それでも変わ らぬ運!私 が入ると彼女は出て行 く。
こうしてまる一 日探索に費やす としても 構 うものか?
しかしもう薄暮れ,な のだ 調べるスウィー トがいくつもあ り,
探す小部屋も,寄 らぬわけにはゆかぬ奥の私室も数多い!
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彼は屋台の上の本や,呼 び売 り人が紐に通 してもっている

















その言葉 も,その行為 も考量して,そ れから家に帰 り,
そしてわれわれの主 ・国王に抜か りな く書き知らせると
国王はどういうわけか,事情を知 りたくてならなくなり,
そして夜の自分の寝床でそれを読む。
おお,お まえは笑 うのか!… …の気味が,
独特の味がなくもなく,その男の顔つきが
おまえの心にまた浮かぶと平気ではおれなかった
少 し寄る年波で険 しくなって一 突き出した額の下に
彼の眼は光 らねばならなかったのだ!一 鷲の爪のように
曲 り,鋭く尖 り,赤 らんだ,
その恐ろしい鼻の両側に
火打ち石のように冷た く澄んで。














だれも聞いていないとき戒めたのか 嘆 願しないで くれ!
人民 とかけ離れて わしの直属だ とい うのか!
わしは見張 り役を命じる 人民がどうして知ろ うか?






















































今からプラ ドウ通 りへ行って存分に楽 しもう。
二 人 の最後 の遠乗 り
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そ うして,お まえが,で き得る限 り見 とれ愛し,























ぼ くらは馬に乗 った,ぼ くの心 は飛翔 し, 、"
別 の地域,新 しい都市を見 る思 いだ った,
世界が両側で勢い よ く突進 して行 くとき。
ぼ くは思 った,す べての労働者は,に もかかわ らず



















詩人 よ,一体どうい う意味だい?な るほど,
おまえの頭脳は律動的に動く おまえは










































ぼ くらが,離 れずに,こ の状態をつづけるとしたら?




そしてぼ くと彼女が馬に乗 り,二人いっしょに馬に乗 り,
永久に乗るということを天国が立証するとしたら?
〔ロバー ト・ブラウニングr男 と女』 より〕
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